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山陰地方における針葉樹の害虫の生塾生態に関する研究

I－2 島根県隠岐島におげるマヅバソタ

マバェの生活史について※
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　　　　　　　1．はじめに

　前報においてマヅバノタマバェの分布と被害について

のべたが，本報では島根県隠岐島におげる本虫の生活史

について，1958年から1959隼までの観察結果を取まとめ

て報告する。本中の生活史については，小田，岩崎（19

53）の両氏による熊本地方におげる調査があるので著者

は島根県隠岐島におげる発生経過について簡単にのぺ

る。未虫に関する研究を委託され指導していただく皐根

県農林部大久保部長，坪田次長，安達課長，成相専門技

術員，安部係長，吉岡技師，調査に協力していただいた

隠岐支庁酒井課長，永海，山田，斎藤，山田の各技師に

対し厚くお礼を申しあげます。

　　　　　2　隠岐島における生1看史

　発生空虫のその地方における生活史を明らかにするこ

とは害車研究の初歩的な仕事であるし，重要でもある。

本虫の隠岐島におげる発生経過についての観察は1948年

以来著者によってなされてぎた。成虫，幼虫，卵などに

ついての生態に関する報告は今後なしたいと考えてい

る。生活史についての主な観察地は隠岐島西郷町中条地

区内のアカマソ，クロマヅ幼令林である。

　マヅバノタマバェ成虫の発生が5月上句にはじまり6

月中句にいたって終る。羽化最盛期は5月下旬になるこ

とが多い。成虫の発生初日や発生瑚間の長短，終煽日な

どは年と地域で厳密には異なる。松江市におげる飼育で
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は4月下旬から羽化した成華がある。いずれにしてもそ

の年の冬から春にかげての気象環境に左右されるものと

考える。筒井（1951）氏はムギアカタマバエ及びクロタ

マバエ成虫の羽化の早晩が，その年の3月から4月に牟

げての気温の高低と特に深い関係にあることを報告して

いる。このように越冬後期の気象環境が発生期の早晩を

決定づげる重要な因子であるごとは環境依存性の昆虫で

は普通にみられる現象である。

　マヅバノタマバェ成牢の羽化は午後から薄暮にかげて

みられる。これはまた天侯が晴れているか曇っ・ているか

で，羽化時刻は早くなったり遅くなったりする。午後に

羽化するものが多いことは，小田，岩崎（1953）両氏の

報告にもあり，ムギアカタマパヱ，クロタマバェの羽化

時刻調査，筒井（1953）氏の報告にもみられる。

　マヅバノタマバエの成虫の羽化時刻が午後にみられる

のに反して，寄生蜂であるP1atygaster　spの羽化時刻

が午前中になされることは生態上非常に興味深い。筒井

（／951）氏のムギアカタマバエの寄生蜂，P1atygaster

ko㎜ugi　ISH11の羽化も午前申になされるのと同様であ

る。マヅバノタマバェと寄生蜂の羽化についての詳細は

別報でのぺる。羽化成虫は最初林分内の灌木や下草の間

を盛んに飛翔しているが，やがて交尾，産卵をなす。産

卵場所はマヅ葉の腹面で，しかも葉先から2～3脇下っ

たところに卵塊として産まれる。卵は約一週間前後で殆

んど艀化し，マヅ葉の基部に潜入する。艀化した幼虫は

極めて活動力に富んでいる。葉の基部で栄養を摂取して

発育し続げる。この結果葉の基部は肥大現象を起す。寄

生を受けたマヅ葉は組織が侵害されるから次第に生理機

能が衰えてきて7月から8月になると，寄生された葉と

そうでない葉は外部から明らかに区別できる様になる、
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　幼虫は10月下句までマヅ葉の基部のゴーノレの申で生活

しているが，■11月から12月にかげて水湿の刺戟を受ける

とゴーノレ内から這い出して葉の腹面の溝がでぎた場所か

ら地表面に脱出する。脱出時の幼虫の大きさは大小様々

で生育は一様でない。時として発育の遅れた幼虫はマツ

葉のゴーノレの中で翌春までいることがある。この場合は

マヅ葉の基部の組織が完全に阻害されないで生理機能が

割合充分である葉の場合が多い。地上に落下した幼虫は

集合や分散活動をなしつつやがて地下2～4c刎位いの深

さに潜って越冬体制に入る。越冬幼虫は3月下旬から土

壌内で繭をつくり，繭の申で化踊し，蝿は5月上旬から

地表に体を出して羽化する。繭は普通林地の土壌内でつ

くる場合は非常に丈夫なものをつくるが，著者が砂土で

飼育していたものでは非常にもろいものをつくった。実

験室内では2月頃から自体を薄い被膜でつつみ，砂粒を

っづりあわせて棲息していた。

　　　　　　　3．お　お　リ　に

　この報告では，島根県隠岐島におけるマヅバノタマバ

エの生活史についてのぺた。

1）島根県隠岐島におげる成虫の発生期は5月の上句か

　ら6月中句，場所によっては下旬でも羽化する成虫が

　みられ，羽化最盛期は5月下旬である。

2）成虫の羽化時刻は大体晴天の目は午後にみられ，天

候によって多小時刻はずれる。

3）幼虫のマソ葉からの脱出は11月上旬からはじまり，

　12月，1月になっても脱出するものがある。

4）マヅ葉から脱出した幼虫は地下2～4㎝の深さにも一

　ぐって越冬する。
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